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特別活動を中心にした小学校の学級集団形成に関する研究
A Study of Class Formation with A Focus on Extraclass Activities at The Elementary School
秋 山 麗 子 ＊
Abstract
At the present field of education, “to build a better human relationship” is the pressing issue, as
bullying problem typifies this. In order to build a better relationship, also to develop “balanced zest for
living” of school children, class management which is based on the Extraclass Activities is essential. But
with the flow of educational reformation, to ensure the time for compulsory subject is given priority,
Extraclass Activities that should be executed with desirable group activity is becoming mere façade.
In this study, I have created “a model of three-step class formation”. This shows the building
process of “ideal class”, the guidance for teacher for this, and the function of Extraclass Activities that
affect class formation. I consider how the educational function of Extraclass Activities affects in class
formation through verification by practice research. This has some functions to enrich the activities, to
deepen and enhance the relationships within the class. I treat it should be recognized now once, how



































































































































































































































































高桑は、「 学級における子供社会の組織化」において、ハートレイら（Hartley, E.L. & Hartley, R.E. 1952）の観
























































































































































































































































































要因 F値 P F値 P
表 分散分析（被験者内効果及び被験者間効果）
1.84 n. s
時期×性別 0.89 n. s











時期×性別 0.51 n. s
時期要因 1.04 n. s
1.77 n. s
時期×性別 1.24 n. s
n. s
時期要因 0.62 n. s
11.57 ＊＊
時期×性別 0.78 n. s
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級会の議題にできるような仕掛けや場づくりを設定
する。例えば、教師は、学級会の事前計画をする計
画委員会において、学級会の司会進行を担当する児
童に対して、教育上の配慮事項に関する適切な指導
を行うが、その後の学級会では、話合い活動を横で
見守り、児童だけでは対応できない内容についての
みアドバイスを与えるという姿勢をとるようにする
のである。また、実践活動の場面では、児童の発案
による活動を、教師も学級集団の一員としての立場
から協力して取組み、児童の自主的な活動を実践の
中で評価する。このような教師の指導により、目標
達成のために児童一人一人が協働し、相互に信頼し
助け合いながら、自分自身の行動目標をもって活動
を進めることができるのである。研究対象学級で
も、月に児童から震災救援募金活動の提案があ
り、学級全員で取組むことができた。
しかし、この段階になると、活動に手を抜いたり
慢心をもったりするような児童や、集団活動に不平
不満を鬱積させる児童が出現することもある。教師
は、このような学級児童の変容によるルールや行動
規範の崩れはじめに一早く気づき、学級集団の進む
方向を修正しなければならない。そこで、学級会
で、活動したことを振り返り、みんなで取組んだこ
とを児童相互で認め合う場を設定し、「自分はやれ
ばできる」という満足感や充実感を共有し合う活動
が有効になる。このような学級目標の振り返り活動
により、児童は学級集団だけでなく、自らの活動に
ついても振り返り、学級目標の達成に向けて、互い
の信頼関係を回復していける。つまり、この段階に
見られる学級集団の自浄作用を活用して、学級状態
の改善を図るのである。このように、学級集団と自
分自身の成長を振り返り、自己評価をさせること
で、児童に「所属する学級集団をより望ましい集団
へと成長させていこう」という視点を育てることが
できる。そして、自分にできることは何かを考える
（即ち、集団の中で「自己の生き方」を考え「自己
を生かす」ことができる）児童を育成できるのであ
る。研究対象学級における学級目標振り返りの活動
は、その意味でも非常に意味のある取組であった。
本モデルでは、次の段階への移行の時期は各学期
の終了時を想定し、それぞれの段階における特別活
動の役割を関連づけている。しかし本事例研究から
分かったことは、「集団の形成過程には段階がある
が、それは時期で区切られるのではなく、個々の学
級の状況によって区切られる」ということである。
研究対象学級のように、様々な課題を抱えた学級で
あれば、次の段階への移行に多くの時間を要する。
しかし、望ましい集団活動の経験を多く積んだ児童
であれば、次の段階の移行は学期間も要さないで
あろう。前学年までの児童の経験や生活実態等によ
り、段階が学期毎に移行するとは限らないのであ
る。そのため、教師は目の前の学級集団がどの段階
にあるのかを正しく把握し、その段階にあった柔軟
な指導行動をとらなければならない。しかしなが
ら、学級集団を形成する過程の評価に関しては、学
級集団や児童の様子のエビデンスを定量的に測る方
法は十分に確立していない。筆者は、特別活動で育
まれる能力による評価方法の研究に取組んでいる
が、まだ緒に就いたばかりである。共同体としての
学級集団の形成段階を正しく把握するための評価方
法について、今後の課題として研究を進めていき
たい。
本論文では、提示した学級集団形成過程のモデル
に、学級活動を中心とした特別活動の内容を具体的
に位置付けることで望ましい学級集団が形成され、
それにより、学級が学習集団としての機能も向上す
ることを述べてきた。つまり、特別活動を基盤にし
た学級経営により、共同体としての機能が発揮され
る集団が形成され、その結果、児童相互が協力し
合って進める共同学習が成立するために、学力の向
上についても期待される35)のである。よりよい人間
関係を築き、児童一人一人の成長を援助することが
できる学級集団を形成するためには、教育課程にお
いて、生徒指導の最も重要な教育の場と位置づけら
れる特別活動を基盤にした学級経営をする必要があ
ることを強調して、本論文を終える。
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35）国立教育政策研究所「平成26年度全国学力・学習状況調査の結果（概要）」 https://www.nier.go.jp/14chousakekka
houkoku/summaryb.pdf（2014.9.25参照）本調査結果には、総合的な学習の時間における探究活動を行った学校ほ
ど、教科等の平均正答率が高い傾向が見られるという結果が示されている。
